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第２学年１組 算数科学習指導案

平成１４年１０月４日（金）第２校時

授業者 Ｔ１

１．単元名 「たし算とひき算のひっ算（２ 」）

２．単元の目標

（１）筆算のよさがわかり、進んで活用しようとする。 （関心・意欲・態度）

（２）既習の２位数の計算をもとにして、百の位に繰り上がるたし算とその逆のひき算の

計算の仕方を考えることができる。 （数学的な考え方）

（３）２位数までのたし算とその逆のひき算を繰り上がりや繰り下がりに気をつけて、正

しく筆算で計算することができる。 （表現・処理）

（４）繰り上がりや繰り下がりの処理を通して、十進位取り記数法についての理解を深め

ることができる。 （知識・理解）

３．単元について

数と計算（整数）の領域系統 （１～３年）

１年 ・たしざん（１） ・ひきざん（１）

・たしざん（２） ・ひきざん（２）

・０のたしざんとひきざん

„ „

２年 ・たし算とひき算のひっ算（１） ・たし算とひき算‡

【２位数＋２位数＜１００・逆のひき算の筆算】 ・１０００までの数

„

・たし算とひき算のひっ算（２）

【２位数＋２位数 １００・逆のひき算の筆算】≧

„ „

３年 ・たし算とひき算の筆算 ・たし算とひき算

【３位数 ３位数の筆算】 【２位数 ２位数の暗算】± ±

加減の筆算は、積み算の形に書き、位ごとに計算をして答えを出す計算方法であり、

「 。」「 、 。」縦に位をそろえて書く 下の位から位ごとに計算し 順次上の位に及ぼしていく

という２つの原則がある。その２つの原則をふまえ、一度手順を習得すれば、どんなに

桁数が多くなっても答えを求めることができるというのが筆算の最大の長所である。し

かし、電卓等が普及している今日では、大きな桁数の筆算を必要としなくなっている。

従って、計算技能としては、基本的なアルゴリズムが全て含まれる３桁程度まででよい

。 、 、 。のではないかと考えられる そのうち ２年生では 主に２桁の筆算を扱うことになる

まず、５月に 「たし算とひき算のひっ算（１ 」の単元で、２位数＋２位数で答え、 ）

が１００未満のもの、ひき算ではその逆を、①繰り上がりや繰り下がりがない場合、と

②繰り上がりや繰り下がりが１回の場合を系統立てて学習している。本単元では、その

既習の学習を用いて、繰り上がりと繰り下がりが２回ある場合の加減の筆算の仕方を理

解し、技能を身につけることをねらいとしている。空位の扱いも含めて、繰り上がりや

繰り下がりの原理を計算棒の操作などを通して確実に理解し、身に付けさせることが、

３年生で３位数の計算の仕方を考える学習へとつながるので大切に扱っていきたい。
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４．児童について

学習に対して前向きな児童が多く、算数の授業においても提示される課題に対して懸

命に取り組む姿が見られる。５月に実施した「たし算とひき算のひっ算（１ 」の単元）

で、初めて筆算の学習をしたが、ほとんどの児童が計算の手順をしっかりと捉え、意欲

的に取り組む姿が見られた。

しかし 「８＋５＝１３」などの繰り上がりの計算が定着していないため、手順を理、

解していても計算ミスをする児童が３，４人いた。また、特に繰り下がりのあるひき算

で、十の位から１を繰り下げたのに、十の位の数字をそのまま計算してしまう児童や、

一の位の下の段の数字から上の数字をひいてしまう児童が４，５人いた。

計算が定着していない児童については、１年生の学習の振り返りプリントを用意し練

習を繰り返した。また、繰り下がりの筆算で間違える児童については、筆算に１繰り下

がったことを書き込ませたり、手順を繰り返し声に出して言わせたりすることを徹底し

た。本単元でもこのような方法で基礎的な手順をしっかり身につけさせたい。

５．指導について

○個に応じた指導をするために

本単元では、一人の指導者による指導で、個に応じた基礎基本の定着を図るために、

教材プリントの工夫をした。学習のまとめの段階で、３つのコースから自分に適したコ

ースのプリントを選び自分のペースで学習を進めていく。コースには『もういちどバッ

チリコース 『ぶんしょうだいラクラクコース 『よういドンコース』と銘打った 『も』 』 。

ういちど～』は、まだ繰り上がり繰り下がりの手順・計算力が定着していない児童をケ

アするもので、筆算の横に詳しい解説を付け、その手順に従って計算していけば問題が

解けるプリントである。教師は特にこのコースに付いて支援をするようにしたい 『ぶ。

んしょうだい～』は、その名の通り筆算を使って文章問題を解いていくプリントである

が、これは、文章問題が苦手な児童が慣れるために選ぶ場合と、得意な児童がさらに力

をつけるために選ぶ場合が考えられる。わかりにくい場合は、設けてあるヒントコーナ

ーを活用させたい 『ようい～』は筆算の計算力が定着してきた児童が、さらに速く正。

確に解く力をつけていけるように、時間を計り記録していく問題プリントとした。ただ

し、計算の速さについては人との競争ではなく、あくまでも自分の力に応じた速さを意

識づけていきたい。

○多様な学習状況に対応するために

選ぶコースが多様であるため、一人の指導者では色々な学習状況に対応しきれない恐

れがある。これを避けるために、児童一人一人が自分で学習を進めていけるような工夫

として、①答え合わせコーナーを設け、自分で答え合わせをして、直したり次に進んだ

りできるようにする。②『ぶんしょうだい～』にはヒントコーナーを設け、わかりにく

い場合にはヒントを見に行って解決できるようにする。③『ようい～』では、自分でス

トップウォッチを使い時間を計るようにする。④一つのコースが終わったら、次にどう

、 。すればよいのかを掲示しておくことによって 次の活動にスムーズに移れるようにする

など、いくつかの工夫を試みたい。もちろん、どの場合にも全く児童に任せるのではな

く、状況によって細かく支援していきたい。

６．指導計画（１２時間配当）

第１次 たし算の筆算・コース学習（たし算 ・・・・・・・ ５時間）

第２次 ひき算の筆算・・・・・・・・・・・・・・・・・・４時間

第３次 どんな計算になるのかな・・・・・・・・・・・・・１時間

第４次 コース学習（ひき算 ・算数のまど・・・・・・・・２時間（本時１／２））

７．本時の目標

自分に合ったコースを選び、ひき算の筆算の力をつけることができる。

８．準備物

プリント（３コース ・ 答え合わせプリント・ヒントプリント・ストップウォッチ）
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９．学習過程

学習内容 学習活動 支援（・）と評価（☆）

○学習課題の把握 自分に合った方法でひき算 ・自分の筆算の力を伸ばして

の筆算の問題を解こう。 いこうという意欲を高める

雰囲気作りをする。

○方法の確認 ○筆算の練習の方法を知る。 ・途中での全体に対する指導

・自分に合ったコースの選び方 が難しいため、丁寧に説明

・答え合わせの約束。 をする。

・ヒントコーナーの使い方。

・１つのコースが終わったらど

うするか。 など

○筆算練習 ○コース毎にプリントを選び、 ・コースをどのような視点で

ひき算の筆算練習をする。 選ぶかをしっかり伝え、自

・ もういちどバッチリコース』 分にもっとも適したコース『

（ミスが多いひき算の繰り下が を選択できるように具体例

。りの部分に説明やヒントを付 をあげてアドバイスをする

けたプリント）

分からないところは先生に ☆『もういちど～』·

質問する。終わったら自分 ２回繰り下がりがあるひき

で答え合わせをし、違うコ 算の筆算の手順を理解し練

ースへ進む。 習問題を解くことができた

・ ぶんしょうだいラクラクコ か。『

ース （ヒントコーナーを別』

に設けた筆算を使う文章問題 ☆『ぶんしょうだい～』

のプリント） 文章問題の大事な部分に着

分からないところはヒント 目し筆算を使って問題を解·

コーナーで確かめる。終わ くことができたか。

「 」ったら よういドンコース

へ進む。 ☆『ようい～』

・ よういドンコース』 自分なりに速く正確にとい『

（決まった数の問題を自分で時 うことを意識し、問題を解

間を計って速く正確に解ける くことができたか。

ようにする練習プリント）

ストップウォッチを使って ・ もういちど～』を中心に、· 『

タイムを計り、速く正確な 内容面・方法面の両方を細

計算をする 終わったら 文 かく支援していく。。 「

」しょうだいラクラクコース

へ進む。

○まとめ ○授業のふりかえりをする。 ・この時間で自分にはどんな

力が着いたかを考えさせた

い。

１０．授業の観点

個に応じた筆算の力をつけるのに、プリントによるコース分けは有効であったか。

１１．ご高評
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